
ふくしまプライド農林水産物販売力強化事業（一部新規） 

 

１ 趣    旨 

「ふくしま」ならではの強みを活かしたブランド化の推進や常に消費者の手が届く環境を拡大するためのさらなる販売棚の確保、情報

発信によるイメージ向上の取組等により、県産農林水産物の価格ポジションを震災前の姿に取り戻すとともに、海外への戦略的な情報発

信を通じて輸入規制の撤廃を働きかけることで、本県の基幹産業である農林水産業の復興を目指す。 

 

２ 事 業 内 容 

（１） 「ふくしま」ブランド拡大推進対策 

「ふくしま」ならではの強みを活かしたブランド力の向上を図るとともに、「オールふくしま」で販路拡大に取り組むことで、全

国の消費者に本県への親近感を浸透させ、風評の払拭を目指す。 

ア ふくしま農林水産物ブランディング事業 

県産農林水産物のさらなるブランド力向上のため、県外量販店等において販売フェアを開催するとともに、店内に販売コーナー

をモデルケースとして設置することで消費者やバイヤーへ積極的なマーケティングを行う。 

イ オリパラを契機とした販路の拡大 

東京２０２０オリンピック・パラリンピック大会を商機と捉え、県産農林水産物の魅力、安全に対する取組への理解促進や販路

拡大につなげる。 

（ア）オリパラを契機とした販路の拡大（商談会等） 

食品流通・小売事業者を対象とした商談会等を実施 

（イ）オリパラを契機とした販路の拡大（産地視察） 

生産者と交流等を行うバイヤー向け産地視察を開催 

ウ 「がんばろう ふくしま！」応援店等拡大事業 

県産農林水産物の販売等により、その魅力や安全性などを積極的にＰＲする店舗を「がんばろう ふくしま！」応援店として登

録し、消費拡大を図る。 
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エ おいしい ふくしま いただきます！キャンペーン事業 

県内量販店等において消費拡大キャンペーンを実施し消費者にＰＲすることで、県産農林水産物の美味しさの再認識、安全性へ

の理解につなげる。 

オ 全国での販売促進ＰＲ 

県産農林水産物等の一層の販路回復・拡大を図り風評を払拭するため、関係団体等と連携したトップセールス等により、流通・

販売事業者の経営者層や消費者への働きかけを行う。 

カ ふくしま米ブランド化推進事業 

（ア）「福､笑い」ブランド化推進事業 

令和３年度本格デビューの県オリジナル米新品種「福､笑い」のブランディングを実施する。 

（イ）ふくしま米ブランド販路拡大推進事業 

県産米の販売促進キャンペーン、飲食店等とのタイアップ等、セールス・プロモーションを実施する。 

（ウ）ふくしま米消費拡大推進事業 

県産米の消費拡大及び需要拡大を図るためＰＲ活動等の取組を支援する。 

キ ふくしまの畜産ブランド再生事業 

（ア）おいしい「ふくしまの畜産」消費拡大事業 

畜産物の消費拡大イベントを実施するとともに畜産団体の取組を支援する。 

（イ）「福島牛」ブランド再生事業 

「福島牛」ブランドの復興に向けた安全性・おいしさのＰＲや販路拡大等を支援する。 

ク 使ってふくしま！契約野菜産地育成事業 

加工・業務用野菜の取引拡大を目的に、マッチング商談会及びセミナー等各種イベントを開催し、契約野菜の新たな販路確保と 

産地育成を図る。 

ケ ６次化商品販路拡大事業 

商品それぞれの強みを活かしたプロ目線による商品改良や販路拡大など、６次化商品のブランド化を支援する。 

併せて、各地方の特色を活かした商品開発やマッチングにより販路拡大を支援する。 

（ア）ふくしま満天堂ブランド確立推進事業 
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「ふくしま満天堂」の取組により、県内６次化商品の磨き上げと販路拡大を支援するとともに、商売ベースでの継続的なブラ

ンドの運営を推進する。 

（イ）６次化地方ネットワーク活動推進事業 

           県内各地方における６次化ネットワークの活動を支援する。 

コ 「ふくしまプライド。」県産農林水産物販売拡大支援事業 

県内の市町村、農業者団体等が、風評の払拭に向けて国内で実施する、県産農林水産物等の販路拡大や、消費拡大のためのＰＲ

等活動を支援する。 

サ 「チームふくしまプライド。」活動支援事業 

県産品を応援する人の組織化を目指す福島フードファンクラブ「チームふくしまプライド。」の活動を支援する。 

シ ふくしま旬の食材等活用推進事業 

県産農林水産物の活用を通じた食育活動を推進するため、県内の保育園や幼稚園、小中学校等における県産食材の購入や食に 

関する体験活動等を支援する。 

 

（２） オンラインストアによる販売促進 

ウィズコロナの状況下においてもオンラインストアを活用することで積極的に販売棚を確保し、県産農林水産物が常に消費者の手 

に届く環境を拡大することで、国内マーケットにおける本県産品の地位の確立を図る。 

 

（３） 農林水産物戦略的情報発信 

科学的根拠に基づく県産農林水産物の安全性を多言語で分かりやすく発信することで安心につなげるとともに、テレビＣＭ等の活 

用により魅力を全国に向けて発信することでイメージ向上を図り、風評の払拭を目指す。 

ア 「ふくしまプライド。」情報発信事業 

県産農林水産物に対するイメージ向上を図るため、消費者への影響力の大きいマスメディアを活用した対策を実施するとともに、 

風評に関連する調査を行い、効果的な情報発信対策や販路拡大対策を検討する。 

イ 食品モニタリング検査情報発信事業 

放射性物質モニタリング検査結果を公表するＷＥＢサイトを運用することで、科学的根拠に基づく情報を発信し、県産食品の安 
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全に関する理解を深める。 

ウ オリパラを契機とした販路の拡大（大会会場） 

選手村や競技会場等の大会関連施設に食材を供給し、県産農林水産物の品質の高さ、ＧＡＰ認証を含む安心・安全確保の取組を

国内外に発信するとともに、競技会場周辺やホストタウン関連施設を活用したＰＲを行う。 

 

（４） 攻めの海外販路回復・拡大事業 

原子力発電所事故による輸入規制の撤廃に向けて戦略的な情報発信を展開するとともに、日本産品の輸出が発展途上にある海外マ 

ーケットへ販路拡大を図る。 

ア 動画等による海外への情報発信 

県産農林水産物等の魅力を海外に発信する情報コンテンツを作成・配信する。 

イ 有望国・地域の「食」「農」関係者招へい 

輸入規制を講じている国・地域等の食・農に関係する政府関係者やメディア等を本県へ招へいし、県産食品の安全性確保の取組 

状況など、正確な情報発信を行う。 

ウ 有望輸出国での試食会・商談会等の実施 

輸出有望国において、輸出に意欲的な県内生産者団体等とともに、試食会・相談会等を開催し、県産農林水産物の魅力を積極的 

に発信することで、輸入規制の緩和とさらなる県産品の輸出促進につなげる。 

エ 中東地域における情報発信・販路拡大 

中東地域の現地飲食店等において、県産農産物を継続的にＰＲすることで、販路拡大や風評払拭に繋げる。 

オ 農産物等海外販路開拓支援 

輸出に意欲的な県内農業者団体等が海外販路開拓のために実施する商談会や展示会出展等の活動を支援する。 

 

３ 事業実施主体 

  ２（１）ア、イ、ウ、エ、オ、カ（ア）、カ（イ）、キ（ア）、ク、ケ 県 

  ２（１）カ（ウ） ふくしま米消費拡大推進協議会 

  ２（１）キ（ア） 畜産団体 
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  ２（１）キ（イ） 全国農業協同組合連合会福島県本部、福島牛販売促進協議会 

  ２（１）コ 市町村、民間団体、県域農業団体 

  ２（１）サ 民間団体等 

  ２（１）シ 市町村、市町村教育委員会、小中学校、特別支援学校（小学部・中学部）、共同調理場、保育所、幼稚園、認定こども園、

民間事業者 

  ２（２） 県 

  ２（３）ア、イ、ウ 県 

  ２（４）ア、イ、ウ、エ 県 

  ２（４）オ 農業団体等 

 

４ 予 算 額   １，９３９，９８２千円 

 

５ 補 助 率 

２（１）カ（ウ）、キ（ア）、キ（イ）、コ、サ、シ 定額 

２（４）オ ３／４以内、定額 

 

６ 事業実施期間   平成３０年度～令和７年度 

 

【担当課：生産流通総室農産物流通課 ０２４－５２１－７３５４】  
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令和３年度ふくしまプライド農林水産物販売力強化事業

○市場での価格ポジションは多くの品目で震災前より低下し、固定化
○５４の国・地域で実施された輸入規制は、いまだ１５の国・地域で継続

○他産地のブランド化をしのぐだけの積極的なマーケティング
○安全性や魅力の発信による「福島への親近感」の醸成

○安全性や魅力の発信によるイメージ向上や「ふくしま」ならではの強みを活かしたブランド化の推進、常に消費者の手が届く環境を拡大するためのさらなる販売棚
の確保の取組により価格ポジションを取り戻す

○食の安全性確保の取組や県産農林水産物の魅力を海外へ戦略的に発信し、輸入規制の撤廃を働きかける

「ふくしまプライド。」による風評の払拭

農林水産物の現状 求められる対応

事業方針

○モニタリング検査
○検査結果の見える化
○国内・海外への発信

○ＧＡＰ認証
○有機ＪＡＳ認証
○水産エコラベル
○オリジナル品種開発

○長期出荷体制の整備
○安定供給体制の拡大
○高品質化に向けた生
産戦略

○果樹・花き等輸出生
産体制の強化

生産段階 流通・販売段階

新たな販路・販売棚の確保安全性確保と周知

高付加価値化に
よる競争力強化

産地の競争力強化

「
ふ
く
し
ま

」
な
ら
で
は
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立 オンラインストア

による販売促進
【３６８，６７５千円】

○常に消費者の手が届く環
境を拡大することで本県産
品の地位を確立

○「ふくしま」ならではの強みを
活かしたブランド力の向上

○「オールふくしま」で販路拡大
に取り組み親近感を醸成

「ふくしま」ブランド
拡大推進対策

【１，１６４，６８１千円】

農林水産物
戦略的情報発信
【３１４，０９６千円】

○安全性と魅力を多様なメディ
アで全国に向けて発信する
こ とで本県のイメージを向上

攻めの海外販路
回復・拡大事業
【９２，５３０千円】

○輸入規制の撤廃に向けた
海外への情報発信

○輸出が発展途上にある海
外マーケットへの販路拡大

マーケティング

海外
プロモーション

国内
プロモーション

価格ポジション
の回復

取組内容

○オリジナル米や福島牛等のブランド化

○ふくしま満天堂による６次化商品の磨き上げ

○「がんばろう ふくしま！」応援店や「おいし

い ふくしま いただきますキャンペーン」に

よる消費拡大

○販売コーナー設置、フェアの開催による積極

的なマーケティング

○試食商談会やバイヤーツアーによる産地と

流通事業者とのマッチング推進

○関係団体と連携したトップセールスの展開

〇市町村や民間団体による販路拡大の支援

〇県産農林水産物の活用を通じた食育活動
の推進を支援

○テレビＣＭやマスメディアを活用したイメージ

向上やモニタリング検査情報の発信

○東京２０２０大会での県産農林水産物ＰＲ

○オンラインストアでの販路拡大、出店者の販

売支援、スキルアップ

〇ふくしまの魅力を伝える多様な媒体を活用し

た海外への情報発信

〇有望輸出国での生産者団体等との試食会・

商談会の実施

〇輸出に意欲的な生産者団体の支援
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